
国語科 家庭学習の仕方
三股中学校 国語科

家庭学習で身に付けてほしい国語力は、読む力（文章読解力）・書く力・言語事項
（漢字力・文法・語彙力）です。

話す力・聞く力は、授業はもちろん、日常生活の中で身に付けていきましょう。

１ 準備する物
宅習ノート・教科書・国語のノート・ワーク・国語のファイル・「単元別漢字」

２ 宅習ノートの内容

（１） 漢字の練習 （ 「単元別漢字」 ）

国語科で、毎日こつこつ取り組んでほしいのは、まず漢字力の習得です。
今習っている所はもちろん、今までに習った所の漢字を、「単元別漢字」（ドリル帳）
を使って、こつこつ練習しましょう。
☆ノートの欄外（上部）に、「単元別漢字」の取り組んだページを記入する。

（２） その日習ったことの復習
（ 教科書・ノート・学習プリント・ワーク ）

授業で習ったことを、その日の内に復習することは、とても大切です。
教科書で線を引いたところや、ノートに書いた内容を見直し、重要語句として、覚え
るべき内容を、宅習ノートに整理しながら、まとめてみましょう。
そのとき、授業で使った学習プリントやワークの要点のまとめの欄などを、活用す

ることも大事です。

（３） 定期テストや実力テスト対策の勉強
（ 教科書・国語のノート・ワーク・国語のファイル・「単元別漢字」 ）

① 文法や詩の表現技法などは、しっかり覚えましょう。
ワークやノートの要点を宅習ノートに色ペンを使って書いて、覚えましょう。

② 古文の復習は、まず、本文（文語文・口語訳）を、声に出して読みましょう。
宅習ノートには、歴史的仮名遣いや古語の意味などを、書きましょう。
ワークや単元プリントの問題にも、しっかり取り組みましょう。

③ 小説や説明文の読解問題の復習は、ワークや単元プリントの問題に、解答欄を隠
して再度取り組み、答えだけを、宅習ノートに書くようにしましょう。

④ テスト範囲の新出漢字や四字熟語・対義語・類義語・慣用句などは、宅習ノート
に、繰り返し書いて覚えましょう。

３ 宅習ノート以外の､国語力アップの取り組み

① 読書に大いに親しんで、読解力や語彙力を養おう。

② 新聞を読んだり、ニュースを聞いたりして、社会の出来事にも興味
・関心を持ち、視野を広げ、自分の考えを深めよう。

③ 毎日の生活の記録の感想欄にしっかり記入し、書く力をつけよう。









数学科家庭学習の仕方 

三股中学校数学科 

 

 数学の家庭学習の目標は、当然 

数学が出来るようになること 
その目標を達成するために数学科の家庭学習をする際に大切な事は、次の３つです。 

 ①授業でやった問題を必ずできるようにしておく。 

 ②考え方が示せるようにしよう、数式、や言葉などをしっかり書く、特に数式はアート（芸術）です。 

 ③理解した問題は、繰り返し同じような問題を解く。 

  

１．準備物 

   宅習ノート、教科書、ノート、ワーク 

 

２．方法 

  ①欄上に、今日勉強する内容、めあてをかきだす。 

   例 方程式を移項を使って解く。 

   例 基本の作図をマスターしよう。 

  ②今日習ったことを、ノートに書きだす。 

   ※丸写しはしない、まとめる必要もない、自分だけが分かるまとめ方でもかまわない 

  ③例題を解く 

   ※その横に、考え方や解き方の手順を自分の言葉で書く。 

   ※式を縦に書く、＝を合わせる等、芸術的に書く。数学はアートです。 

  ④例題を理解したら、ノートや教科書、ワークの問題を使ってひたすらドリルをする。 

   ※答えがあるものを選ぶ。 

   ※何回も何回もドリルをすることで、 

わかった→出来る に変える。 

  ⑤欄下に、今日の学習の振り返りをする。 

   ※宅習で身に付いたことを書きだしておく。 

 

３．例    

10／14 ９：００～１０：１０ 

 ○め  方程式を移項を使って解く        

 移項・・・＝を越えると符号が変わる 

              等式の性質より  

    6x − 3		 = 2x + 17 

    6x − 2x = 17 + 3 

             4x = 20 

              x = 20 ÷ 4 

              x = 5 

※できるだけ＝を合わせる 

 

 

 

ドリル 

 

 

 

                       

移項の計算ができるようになった。 

符号のミスが多いので気をつけたい 

文字の項を左、

数の項を右 





理科家庭学習の仕方 

三股中学校理科 

 

 理科の家庭学習の目標は、【復習】では習ったことを一人で考えてもできるようになること、具体的

には、授業でやった問題を必ずできるようにしておくこと。【予習】では、学習内容の予備知識をもっ

て授業に臨み、授業での理解を促すことです。その目標を達成するために理科の家庭学習で大切な事を

【予習】、【復習】【宅習で必ず行うこと】に分けてまとめましたので参考にして下さい。 

  

【予習】・・・教科書を見て行いましょう。 

 

  ①理科の用語の意味を覚える。用語とその意味を書いて覚えましょう。 

  ②観察・実験の方法や注意について確認しましょう。図などを使って分かりやすくまとめましょう。 

  ③学習する内容の要点を自分なりにまとめておきましょう。 

  ④疑問や分からない内容をはっきりさせておきましょう。 

 

【復習】・・・教科書、ノート、ワークを使って行いましょう。 

 

  ①習った日に必ず復習をしましょう。演習問題をたくさん解くと良いです。 

  ②ノートや教科書を見て、自分なりにまとめ直しましょう。丸写しではなく、意味を理解するよう

にしましょう。大事なことは、カラーペンで強調しよう。 

  ③図を見てすぐにわかるような宅習ノートをつくるために、図の意味を理解して、キーワードを意

識しながら書きましょう。特に目に見えない現象などを図にすると分かりやすくなります。 

  ④テストのやり直しは、二度と間違えないように間違った理由を書きましょう。 

  ⑤観察・実験は、結果だけでなく、途中経過も分かりやすく書きましょう。 

 

【宅習で必ず行うこと】 

 

 ①欄上に、今日勉強する内容、めあてをかきだす。 

   例 植物の仲間分けをしよう。 

   例 水の電気分解についてまとめよう。 

  

  ②欄下に、今日の学習の振り返りをする。（※宅習で身に付いたことを書きだす。） 

   例 植物の分類とその特徴をまとめることができた。 

   例 水の電気分解を行うと水素と酸素が発生し、マッチの火と火のついた線香で確認できること

がわかった。 

 

 

 

 

 



例１：図を使って分かりやすくまとめています。  例２：次に習う理科用語の意味を整理しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例３：実験の方法・結果がまとめられています。 例４：物体の運動を条件別に整理しています。 

めあて めあて 

めあて 

振り返り 

振り返り 

振り返り 

図がとても丁寧です。 

重要用語はカラーペンになっています。 

図を使って、実験操作や結果が

分かりやすくなっています。 

言葉と図の両方でまとめてあ

り、とても分かりやすいです。 

めあて 

振り返り 

公式を使った計算問題 

力を図で表してます。 

運動を条件別に

整理しています。 






